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1. はじめに 

	 筆者らの調査で，玄米中の放射性セシウム

（以下，Cs）濃度は水田の灌漑水流入点付近で
高くなる傾向が確認され，灌漑水がイネ体の

Cs濃度上昇に寄与する可能性が示された１）．し
かし，そのメカニズムは明らかでなく，灌漑水

中の Cs の吸収のほか，水温，流速分布など多
様な要因の検討が求められている．本研究では，

こうした要因のうち，灌漑水中の懸濁態 Cs の
水田内での挙動に着目し，各種実験によって検

証した． 
2．研究方法 

 懸濁態Csのイネへの移行を検証するため，（1）
現場圃場における灌漑水流下実験，（2）懸濁物
質の沈積範囲を特定する室内水田模型実験を

実施した． 
2.1 現地圃場における灌漑水流下実験 

	 東京電力福島第一原子力発電所から北西約

10 kmに位置する請戸川流域の試験圃場を波板
で 5 m×80 mに区切り，流下方向を一次元的に
制限した試験区を整備した（図 1）．流入点から
距離に応じて田面水の採水と土壌採取（深さ 10
〜15cm）を実施し，Ge 半導体検出器を用いて
溶存態・懸濁態 Cs濃度，土壌中 Cs濃度を測定
した．なお，本実験は 2016年，2017年，2018
年と同一の圃場で実施した． 
2.2 室内水田模型実験 

	 新潟県内で採取した水田土壌（137Cs 濃度：

18.7±1.79 Bq/kg）を充填した水田模型（5 m×4 m）
に Cs 濃度の高い懸濁物質を灌漑水とともに流
下させ，水田土壌への負荷量と集積範囲を検討

した．貯水槽，給砂槽及び水田部で構成した装

置（図 2）の水田部に，懸濁物質として大柿ダ
ム底泥（137Cs 濃度：1.54×105 Bq/kg）を添加し
た水道水を 78 時間供給した後，土壌のサンプ
リングを行って試料中の 137Cs濃度を測定した．
本実験は，稲株に見立てた割り箸の束を縦横 30 
cm 間隔で設置したイネ栽植条件，およびイネ
無栽植条件 2つのパターンを用意し，栽植の有
無による影響を検証した．なお，灌漑水の供給
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図 2 室内水田模型実験概要 

図 1 灌漑水流下実験概要 

創立 90 周年記念 2019 年度（第 68 回）農業農村工学会大会講演会講演要旨集

─ 742 ─

[8-36]



流量は 0.36 L/sとし，SS濃度は 10 mg/Lとした． 
3．結果・考察 

3.1 現地圃場における灌漑水流下実験 

 2016年度から 2018年度における灌漑期間中
の田面水中溶存態 137Cs 濃度を図 3 に，懸濁態
137Cs濃度を図 4に示す．溶存態 137Cs濃度は流
下距離に応じておおむね線形的に低下するの

に対し，懸濁態 137Cs濃度は流入点から 1 m地
点で 1.37×10-1 Bq/L，5 m地点では 6.0×10-2 Bq/L
と半分以下の濃度となり，流入点近傍で急激に

濃度が低下した．また，懸濁態 137Cs 濃度と土
壌中 137Cs濃度（図 5）の関係から，流入点近傍
の土壌中 137Cs 濃度は，灌漑水由来の懸濁態
137Cs の影響を強く受けて上昇したことが示唆
された． 
3.2 室内水田模型実験 

 イネ栽植条件とイネ無栽植条件の土壌中
137Cs濃度上昇値の分布を，それぞれ図 6，図 7
に示す．イネ栽植条件では，流入点から 0.6 m
地点で 137Cs 濃度が最も上昇し，流下方向直線

上のみならず，その周辺の土壌中 137Cs 濃度も
上昇した．これは流入水が稲株に衝突し，流れ

に乱れが生じたことが原因だと考えられる．一

方，イネ無栽植条件の場合，流下方向直線上に

懸濁態 137Csが堆積し，流入点から 1.5 m地点に
局所的な堆積傾向が見られた．流入点から 50 
cm の地点では流入水による洗掘現象が起きた
ため，両条件ともに懸濁態 137Cs の堆積量は少
なかった．また，137懸濁態 Cs の流入量に対し
て，栽植条件は約 94％，無栽植条件は約 71％
が水田部に堆積した． 

4 まとめ 
 田面水中の懸濁態 Cs 濃度変化から，流入点
での灌漑水由来の懸濁態 Cs の土壌への沈積が
示唆された．また，室内水田模型実験から，流

入点近傍の土壌中 Cs 濃度を局所的に上昇させ
ることが判明した．イネ栽植の有無による結果

の比較から，栽植有りは栽植無しよりも流入点

に近い地点に懸濁態 Cs が堆積することが明ら
かとなった．また，懸濁態 Cs の堆積率から稲
の栽植によって懸濁態 Cs の流下を抑制する効

果があることが示唆された．  
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図 6 土壌中 137Cs濃度上昇値の分布（栽植

有り） 

図 7 土壌中 137Cs濃度上昇値の分布（栽植無） 
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図 3 田面水中溶存態 137Cs濃度 
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図 4 田面水中懸濁態 137Cs濃度 
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図 5 土壌中 137Cs濃度 
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